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多点同時変位計測システムのモニタリングイメージ コンクリートの打込み管理システムのイメージ

【多点同時変位計測システム】
多点同時変位計測システムでは、レーザー距離計で計測し

たデータをBluetooth® 通信機能を利用してPC へ転送、情報
を付加して保存するとともに計測データの抽出参照が随時可
能である。

また、PC に取り込んだ計測データはテキスト形式の外部
ファイルとして出力可能で、他のアプリケーションで再利用
して活用することができる。

特　長
１．安全性

人が行けない、立ち入りできない危険な場所や施設、スペー
スのない場所での計測を効率よく行うことができる。
２．リモート

PC やタブレットから遠隔操作可能で、ネットワーク化す
ると瞬時に変化する遠隔地のデータ監視に効果を発揮。
３．簡単

操作は誰でも簡単に行うことができ、1 秒間隔で最大８点
まで同時に連続測定が可能。
４．可搬性

ハンディタイプ・ワイヤレスなため、設置や測点移動に対
して持ち運びが簡単で機動性・施工性が向上。

用途例
・橋脚、橋梁のたわみ測定
・橋梁桁部の仮設時における変位監視
・トンネル切羽の挙動監視、危険察知
・構造物の変位計測
・船舶接岸に際しての間隔、スピード測定

※ レーザー距離計PC（タブレット）とは通信範囲が限ら
れているため、範囲内での利用とする

【コンクリートの打込み管理システム】
コンクリートの打設作業において、レーザー距離計を用い

て、打込み高さの適時測定と層管理機能による層間の打重ね
時間間隔をデータ化・リアルタイムで表示することで、打設
状況を効率的に把握し、品質管理の向上を実現させるモニタ
リング技術である。

また、打設計画と実績を記載した管理帳票をデータで自動
作成ができるため、施工終了後の帳票作成への省力化と時間
短縮が図れる。

特　長
１．「見える化」

システム画面にて、レーザー距離計によるcm単位での高
さをリアルタイムで「数値」表示、また、各層の打重ね時
間の表示や経過時間を「数値」や「色」で視覚的に把握す
ることが可能。
２．集中管理

各測点の測定データを、測点に配置した計測用PCを経由
して、Wi-Fiを通じて管理用PCで一括管理・保存が可能。
３．簡単

操作は直感的に使えるタッチパネル、システムは測定デー
タの「自動保存」と各層の開始・終了を「自動判定」でき、
簡単な運用を実現。
４．オールワイヤレス

機器同士の接続は全て無線で行うので、通信範囲内での自
由な設置が可能となり可搬性・施工性が向上。

導入実績
・港湾……ケーソン製作、防波堤嵩上げ 等
・土木……橋脚工事、ボックスカルバート製作 等
・建築……コンクリート壁面打設、CFT 等
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施工風景 「パステスター」による塗布量チェック（塗布前設置）

概　要
　コンクリート構造物に塗布・含浸させることで、コンクリー
ト表層内部が緻密化し、中性化や塩害、凍害などの劣化を抑
制する技術。従来の表面を被覆する工法と異なり、コンクリー
ト内部に保護層を形成するため高い耐久性を実現し、メンテ
ナンス費用も削減できる。
　主成分は無機材料なので、施工周辺の環境汚染の心配がな
く、作業の安全性にも優れている。

●適用構造物
橋梁・橋台・橋脚、ダム、トンネル、ボックスカルバート、
港湾構造物、用水路、貯水タンク、立体駐車場スラブ　等

●効果
中性化抑制、塩害抑制、凍害抑制、防汚・防藻　等

特　長
１．新旧コンクリートを緻密にし、保護層を形成
エクセルバリアに含まれるナノサイズシリカが、コンク
リート表層内部の細孔や微細ひび割れを充填し、外部から
の劣化因子の侵入を抑制する。ナノサイズシリカは、イオ
ンレベルの劣化因子の侵入も保護層で抑制するというこれ
までにない特性も持っているため、コンクリート内部の鉄
筋も長期的に健全度を保つことができる。

●エクセルバリアの浸透効果

２．スマートな作業性
施工は１つの材料を２回に分けて塗布するだけで完了する
ほか、塗布量は専用の管理システム「パステスター」（下
記参照）で管理。塗布ムラが最小限になるため、誰でも容
易に施工できる。

●施工フロー図

●エクセルバリア施工管理システム「パステスター」
無色透明なエクセルバリアの塗布量を管理するための測定
器具。施工位置に貼り付けるだけで、下の写真のように塗
布量不足を簡単に確認できるため、技術者の熟練度に左右
されない施工・品質管理が可能となる。

施工面・未施工面の比較 （橋梁地覆、施工後約９年経過）

エクセルバリアを施工した地覆（左写真）はコンクリート表面の損傷が
小さく、未施工の地覆（右写真）では、スケーリングなどにより表面が
損傷していることが確認できる。
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※塗布後、初期浸透し、28日以上継続浸透。

〔コンクリート・断面図〕 〔毛細孔・拡大〕
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